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自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

〜
東
御
市
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
〜

　

大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
助
」

と
は
自
ら
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
、「
共

助
」
と
は
隣
近
所
が
助
け
合
っ
て
地
域
の

安
全
を
守
る
こ
と
、「
公
助
」
と
は
市
・
国
・

県
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
活

動
を
言
い
ま
す
。　
　

　

防
災
対
策
に
は
、
災
害
発
生
を
予
見
す

る
予
防
対
策
、
災
害
発
生
に
伴
う
応
急
対

策
、
災
害
後
の
復
旧
・
復
興
対
策
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
三

つ
の
力
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

◆「
自
助・共
助・公
助
」の
連
携

　まずは、自分や家族の命
を守ること、自分が助からな
ければ、人を助けること（共
助）ができません。災害に備
えて、普段から身の回りの安
全確保対策を行いましょう。

　阪神・淡路大震災や東日
本大震災で大きな力を発揮
したのが、地域での助け合
いです。地域のつながりが
強いほど、災害時に大きな
力となります。日ごろの近所
付き合いを大切にして、災
害時に備えましょう。

　個人や地域の力では解決で
きないことについて、市や県、消
防、警察などの公的機関が行う
支援活動のことです。

自　助共　助

公　助
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こ
の
計
画
は
、
国
の
中
央
防
災
会
議
が

定
め
る
「
防
災
基
本
計
画
」
や
長
野
県
の

防
災
会
議
が
定
め
る
「
長
野
県
地
域
防
災

計
画
」
に
沿
っ
て
、
市
の
防
災
会
議
が
作

成
す
る
も
の
で
す
。

　
「
東
御
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、
市
民

生
活
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
行
政
・
関
係

諸
機
関
及
び
市
民
が
相
互
に
協
力
し
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
市
民

の
生
命
、
身
体
、
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17
年
10

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
見
直
し
は
、
こ
れ
ま
で
も

国
の
防
災
基
本
計
画
や
長
野
県
地
域
防
災

計
画
が
変
更
さ
れ
た
際
や
、
市
の
組
織
や

名
称
の
改
変
な
ど
に
よ
る
災
害
対
策
本
部

の
事
務
分
掌
の
変
更
な
ど
軽
微
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
修
正
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
見
直
し
は
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
、
国
の
防
災

基
本
計
画
や
県
の
地
域
防
災
計
画
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
の
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
併
せ
て
、
職
員

の
参
集
体
制
、
災
害
対
策
本
部
の
分
掌
事

務
、
避
難
施
設
な
ど
を
見
直
し
た
も
の
で

す
。

◆
地
域
防
災
計
画
と
は

◆
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

地域防災計画の主な修正概要

項　　目 修　正　等　の　概　要

防災の基本方針 ◦災害時の被害を最小化する「減災」の考え方を防災の基本方針としました。

食料品等の備蓄に係る
基本方針

◦住民は、一般流通が十分機能しないと考えられる発災直後から「概ね 3 日間を自
らの備蓄で賄うこと」を原則としました。

避難所運営における
女性の参画

◦市は、避難所等の運営に当たり、女性の参画を推進するとともに、男女のニーズ
の違い等男女双方の視点等に配慮します。特に、女性専用の物干し場、更衣室、
授乳室の設置や生理用品、女性用下着の女性による配布、避難場所における安全
性の確保など、女性や子育て家庭のニーズに配慮した避難場所の運営に努めます。

避難収容及び
情報提供活動

◦大規模災害が発生し、被災者が東御市以外の市町村に避難する必要が生じた場合
は、市、県及び関係機関は相互に連携し、速やかな避難の実施に努めます。

◦市は、被災者のニーズを十分把握し、被災者等に役立つ正確かつきめ細やかな情
報を適切に提供するよう努めます。

災害情報の収集・通信
手段の確保

◦市は、災害対策の通信手段を確保するために、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
等を維持・整備するよう努めます。

◦市は、孤立可能性のある集落等に対し、衛星携帯電話等の非常時通信手段の確保
を図ります。

自主防災組織の
活動環境の整備

◦市は、地域の防災を支える自主防災組織の活動環境の整備や組織の活性化を図る
とともに、消防団等との連携等を通じて、地域のコミュニティの充実を図ります。

原子力災害対策編

◦原子力事業所の事故等による放射性物質の拡散又は放射線の影響に対して、東日
本大震災における原子力災害等を教訓に、市、県、原子力事業者、防災関係機
関及び市民が相互に協力し、総合的かつ計画的な防災対策を推進するため、原子
力災害対策編を新設しました。

地区別避難場所及び
広域避難施設

◦広域避難地と広域避難施設を明確化するとともに、広域避難施設等の見直しを行
いました。
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市
公
民
館
条
例
に
よ
る
分
館
を

設
置
し
て
い
る
各
区
の
公
民
館
を

「
地
区
別
避
難
場
所
」
に
指
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
広
域
避
難
施
設
」
及

び
「
広
域
避
難
地
」
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
行
い
、
下
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
、
法
律
に
基
づ
き
「
東
御

市
防
災
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
東
御
市
地
域

防
災
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実
施

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
防
災
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
議
の
主
な
メ
ン

バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
御
市
、
市
議
会
、
関
連
す
る
県

の
行
政
機
関
、
警
察
、
消
防
関
連

機
関
、
関
連
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

機
関
等
、
識
見
を
有
す
る
者

◆
避
難
施
設
等
に
つ
い
て

◆
東
御
市

　

防
災
会
議
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

防
災
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

広域避難施設 広域避難地
No. 施　設　名 No. 施　設　名

1 東御清翔高校 21 和小学校

2 東部中学校 22 和保育園

3 田中小学校 23 西部保育園

4 田中保育園 24 和児童館

5 田中児童館 25 和コミュニティーセンター

6 子育て支援センター 26 湯楽里館

7 文化会館 27 北御牧中学校

8 東部人権啓発センター 28 北御牧小学校

9 救命医療専門学校 29 北御牧体育館

10 ゆうふる tanaka 30 ふれあい体育館

11 滋野小学校 31 青年研修センター

12 滋野保育園 32 北御牧人権啓発センター

13 滋野児童館 33 北御牧保育園

14 滋野コミュニティーセンター 34 高齢者センターみまき

15 祢津小学校 35 北御牧公民館

16 祢津保育園 36 みまき未来館

17 祢津児童館 37 明神館

18 東御中央公園第一体育館 38 御牧乃湯

19 東御中央公園武道館

20 祢津公民館

No. 施　設　名 No. 施　設　名

1 東御清翔高校グラウンド 21 西部保育園園庭

2 東部中学校校庭 22 仲よし公園

3 田中小学校校庭 23 田沢農村広場

4 田中保育園園庭 24 湯楽里館駐車場

5 文化会館駐車場 25 北御牧中学校校庭

6 不動公園 26 北御牧小学校校庭

7 伊豆宮公園 27 旧御牧原保育園園庭

8 原公園 28 北御牧保育園園庭

9 あがた御膳水公園 29 北御牧グラウンド

10 滋野小学校校庭 30 芸術むら公園

11 滋野保育園園庭 31 北御牧庁舎駐車場

12 滋野児童館広場 32 南部農村広場

13 原口農村広場 33 中八重原コミュニティ広場

14 大石農村広場 34 明神館駐車場

15 祢津小学校校庭 35 御牧乃湯駐車場

16 祢津保育園園庭

17 東御中央公園（グラウンドは除く）

18 西宮公園

19 和小学校校庭

20 和保育園園庭
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昨
年
９
月
か
ら
進
め
て
き
た
勤

労
者
会
館
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、

４
月
15
日
に
関
係
者
が
出
席
の
も

と
上
下
水
道
局
の
移
転
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
移
転
で
、
旧
庁
舎
で
は

１
階
と
２
階
に
別
れ
て
業
務
を

行
っ
て
い
た
上
下
水
道
局
を
ワ
ン

フ
ロ
ア
化
し
、
利
便
性
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
階
段
昇
降
機
の
設
置
や

段
差
の
解
消
を
施
し
、
館
内
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
移
転
に
よ
る
上

下
水
道
局
の
所
在
地
（
地
番
）
や

電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
局
が

同
館
１
階
に
移
転
し
ま
し
た

改修工事等が引き続き行われる施設
　引き続き、子育て支援センター及び中央公民館の改修工事と旧上下水道局庁舎の解体工事が実施され
ます。工事車両の出入り等によりご迷惑とご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

中央公民館

（工 事 中）旧商工会館

東部人権
啓発センター

市役所
別館

●市役所本館 （総務課・企画課・地域づくり支援室・税務課・市民課・
  会計課・議会事務局）
●市役所別館 （農林課・建設課）
●旧商工会館 （子育て支援課・子育て支援センター・教育課）
●勤労者会館・上下水道局
●東部人権啓発センター（人権同和政策課・教育課（人権同和教育係のみ））

至 東御清翔高校

至  国道 18号

至  文化会館

東御市役所本館

中庭

東御市役所周辺配置図（平成25年 4月15日現在）

（工 事 中）
生涯学習課は
北御牧庁舎（仮設事務所）
へ移転しました上下水道局は

勤労者会館1階
へ移転しました

旧
上
下
水
道

庁
舎

東御市立図書館

上下水道局（１階）
工業振興会（１階）
勤労者会館（２階）

市役所の施設と部署

▲改修工事を終えた勤労者会館

▲階段昇降機 ▲新しい事務所のようす

勤
労
者
会
館
改
修
工
事
が
完
了
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普
段
高
校
生
と
交
流
す
る
機
会

が
無
か
っ
た
私
に
引
率
者
な
ど
務

ま
る
の
か
と
い
う
不
安
が
初
め
は

あ
り
ま
し
た
が
、
５
名
の
高
校
生

と
出
会
い
、
多
く
を
吸
収
し
成
長

す
る
姿
を
間
近
で
見
ら
れ
た
事
、

同
じ
時
間
を
過
ご
せ
た
事
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
達
は
滞
在
中
に
現
地

の
高
校
・
大
学
の
見
学
や
授
業
へ

の
参
加
、
マ
ド
ラ
ス
の
高
校
生
と

の
出
会
い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
が

自
身
の
第
二
の
家
族
と
な
る
等
、

様
々
な
体
験
を
通
じ
、
英
語
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
日
本
と
の
生
活

や
考
え
方
の
違
い
、
人
種
を
越
え

て
も
通
じ
合
え
る
感
情
な
ど
を

知
り
、
ア
メ
リ
カ
又
は
日
本
に
つ

い
て
も
多
く
を
考
え
学
ん
で
お
り

ま
し
た
。
今
回
の
全
て
の
経
験
が

今
後
の
人
生
に
多
く
の
影
響
を
与

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
よ
り

広
げ
て
い
く
事
と
思
い
ま
す
。
高

校
生
５
名
の
こ
れ
か
ら
の
姿
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
素
晴
ら
し
い

出
会
い
と
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

アメリカ合衆国マドラス市ホームステイ体験記

～異文化の中で得た宝物～

　今年で８回目となる姉妹都市オレゴン州マドラス市
への高校生ホームステイ派遣事業が３月７日から19日
までの13日間、市内在住の高校生5名と引率者1名（友
好協会員）の合計６名が参加して実施されました。
　高校生たちが、異文化に飛び込み、たくさんの経
験をし、言葉の壁を乗り越えて頑張った13日間、それ
ぞれの思いを体験記として寄せていただきましたので、
ご覧ください。

　今後も高校生だけでなく、夏休みには中学生の
ホームステイを実施します。また、多くの皆さんに「東
御市・アメリカ姉妹都市友好協会」に加入していた
だき、国際交流の一翼を担っていただければと考え
ています。
●問い合わせ先
東御市・アメリカ姉妹都市友好協会事務局

（北御牧公民館内）
生涯学習課　生涯学習係　☎64－5885

★あなたも国際交流の一翼を★

マドラス市ホームステイスケジュール
3／ 7（木）

8（金）

9（土）
〜10（日）
11（月）
〜13（水）
14（木）
15（金）
16（土）

17（日）
18（月）
19（火）

上田→成田→（所要時間約８時間）→ポートランド
着→ビーバートン高校での研修、日本語学校の見
学→ポートランド市内観光→ポートランド州立大学
での通訳クラス見学【ポートランド泊】
ポートランド州立大学での研修、マドラス市へ→ホ
ストファミリーと合流【各家庭へ】
ホストファミリーと過ごす（マドラス市内観光など）

マドラス高校での授業、各種アクティビティーに参加
夜　お別れ会
マドラス市→サンフランシスコへ移動
サンフランシスコ市内見学（ゴールデンブリッジなど）
サンフランシスコ市内見学（公共交通機関を使い自
由散策）
サンフランシスコ発
飛行機の都合によりサンフランシスコでもう一泊
成田空港着→上田駅（解散）

引
率
者
の
声

酒
さか

巻
まき

杏
あん

里
り

さん
（田中）
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私
は
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

す
る
前
ま
で
は
、
緊
張
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
ど
う
や
っ
て
生
活
す
る
の

か
、
言
葉
は
通
じ
る
の
か
と
い
う

心
配
や
不
安
だ
ら
け
で
し
た
。
で

も
、
実
際
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
会
っ
て
み
る
と
、
優
し
い
人
ば

か
り
で
、
私
の
今
ま
で
の
心
配

な
ど
は
必
要
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

話
し
か
け
ら
れ
た
事
で
、
分
か
ら

な
か
っ
た
り
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

事

を
、

聞
き
返

す
と
簡

単
な
英

語
に
変

え
て
く
れ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
話
し

た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
会
話
を
す
る
の
が
少
し

楽
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
回

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

何
よ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
こ
ん

な
に
楽
し
い
も
の
だ
と
知
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
僕
に
と
っ

て
、
と
て
も
刺
激
的
で
貴
重
な
体

験
で
し
た
。

　

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

会
っ
た
時
は
と
て
も
緊
張
し
、
ま

と
も
に
英
語
で
会
話
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
６
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
て
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
マ
ド
ラ
ス
高

校
の
生
徒
、
近
所
の
人
達
が
と
て

も
親
切
に
接
し
て
く
れ
て
と
て
も

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
英
語
で

の
会
話
や
生
活
が
や
っ
と
慣
れ
て

き
た
時
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
高

校
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
僕
の
精

神
面
を
強
く
し
、
今
後
の
人
生
の

糧
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
年
後
ぐ
ら
い
に
、
一
緒
に
行
っ

た
メ
ン
バ
ー
で
も
う
一
度
、
マ
ド
ラ

ス
を
訪
れ
た
い
で
す
！

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

英
語
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。
英
語

が
苦
手
な
私
は
現
地
で
の
英
語
の

ス
ピ
ー
ド
や
発
音
に
一
番
苦
戦
し

ま
し
た
。
マ
ド
ラ
ス
高
校
で
の
一

日
は
友
達
の
会
話
を
聞
き
と
る
だ

け
で
精
一
杯
で
、
も
っ
と
自
分
の

気
持
ち
を
英
語
で
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
二
カ
国
語
を
話
す

学
生
も
多
く
、
自
分
も
よ
り
頑
張

ろ
う
と
思
う
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
を
喋
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
色
ん
な
国
の
方
と

も
交
流
で
き
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。　

　

私
は
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

生
き
た
英
語
に
ふ
れ
る
事
が
で
き

た
の
で
、
素
晴
ら
し
い
経
験
を
忘

れ
ず
に
、自
分
の
糧
と
し
て
、日
々

の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
一
番
心
に
残
っ
た
事
は
、
人
の

温
か
さ
で
す
。

　

私
の
高
校
で
の
ホ
ス
ト
ブ
ラ

ザ
ー
が
高
校
４
年
生
だ
っ
た
の
で

私
も
４
年
生
の
ク
ラ
ス
で
授
業

を
受
け
ま
し
た
。
当
然
、
ホ
ス

ト
ブ
ラ
ザ
ー
は
私
が
分
か
ら
な
い

で
あ
ろ
う
所
を
分
か
り
易
い
メ
モ

に
し
て
渡
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、会
話
中
は
多
く
の
人
が
、

私
が
分
か
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
話

し
て
く
れ
た
り
、
分
か
り
易
い
単

語
で
話
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

観
光
中
も
い
ろ
い
ろ
な
人
の
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
中
で
も
一

番
心
に
残
っ
た
の
が
、
扉
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
る
と
、
知

ら
な
い
人
で
あ
っ
て
も
先
に
入
っ

た
人
が
扉
を
あ
け
て
待
っ
て
い
て

く
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
女
性

の
荷
物
を
男
性
が
持
つ
な
ど
、
レ

デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
文
化
も
多
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
良
い
文
化
が
世
界
中
に

広
ま
っ
て
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

＂ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
よ
う
に
察

す
る
文
化
で
は
な
い
。＂ 

＂黙
っ
て
い

て
は
伝
わ
ら
な
い
。＂ 

　

今
回
の
渡
米
に
あ
た
り
、
多
く

の
方
に
こ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
ま
し
た
。
一
見
、
傲
慢
な
感

じ
が
し
て
少
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
た
私
で
す
が
、
２
週
間
を
通

し
て
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
本
当
の
意

味
を
体
感
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

私
が
み
た
人
々
は
＂言
葉＂ 

を
た
だ

の
意
思
表
示
だ
け
で
な
く
、I love 

you. I m
iss you. Thank you.

の
よ
う
に
素
敵
な
思
い
を
伝
え
る

た
め
に
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
声

に
出
し
て
相
手
に
伝
え
る
、
ダ
イ

レ
ク
ト
で
お
お
ら
か
な
文
化
が
根

付
い
て
い
る
地
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
文
化

と
日
本
の
察
し
あ
え
る
文
化
を
併

せ
持
つ
多
様
性
に
た
け
た
人
に
な

り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の

貴
重
な
旅
行
を
可
能
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
て

こ
の
経
験
を
通
し
て

体
験
記

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

２
週
間
を
通
し
て

武
む

舍
しゃ

朋
とも

実
み

さん
（田沢）

小
こばやし

林　稔
みのる

さん
（桜井）

西
さい

藤
とう

舞
まい

菜
な

さん
（加沢）

小
こばやし

林飛
たかふみ

文さん
（常田）

吉
よし

村
むら

紫
し

苑
おん

さん
（八反田）
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東
御
市
で
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
に
併
設
さ
れ
て

い
る
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
青
少
年
の
非
行
防
止

と
社
会
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
県

内
18
の
市
に
設
置
さ
れ
、
東
御
市
で
の
活
動
は
38
名
の
「
青
少

年
補
導
委
員
」
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
街
頭
補
導
活
動

　
「
補
導
活
動
」
と
言
っ
て
も
、

問
題
行
動
を
発
見
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
き
交
う

全
て
の
青
少
年
に
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
を
と
お
し
て
、
健
全
育
成
を

図
り
ま
す
。

○
社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
地
域
環
境

に
つ
い
て
、
年
３
回
の
強
調
月
間

を
中
心
に
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、

ス
ー
パ
ー
、
施
設
、
空
地
、
地
下

道
、
通
学
路
な
ど
を
巡
視
し
ま
す
。

○
東
御
清
翔
高
校
と
の

　
合
同
美
化
活
動

　

高
校
生
、
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、
田
中
地
域

を
中
心
に
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

汗
を
流
し
て
活
動
を
共
に
す
る
こ

と
で
地
域
と
学
校
の
交
流
を
図
り

ま
す
。

青
少
年
補
導
委
員
の
主
な
活
動
内
容

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
組
織

青少年センター（教育委員会内）

青少年センター所長（生涯学習課長）
　青少年センター職員（青少年係職員）

青少年補導委員（３８名）
　各地区６名×５地区＋学校８名

研
修

学
校
・
地
域
と
の
連
携

青
少
年
健
全
育
成

協
力
店
推
進
活
動

社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

学
校
訪
問

下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

街
頭
啓
発
活
動

街
頭
補
導
活
動

▲駅前街頭啓発活動▲先生との懇談のようす

▲東御清翔高校生との美化活動 ▲自転車のツーロック指導のようす
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青
少
年
の
健
全
育
成
は
一
部
の

委
員
だ
け
で
出
来
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
い
さ
つ
声
か
け
な

ど
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
学
期
が
始
ま
り
１
カ
月
、
児

童
生
徒
も
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て

く
る
こ
ろ
で
す
。
元
気
の
出
て
く

る
子
ど
も
に
、
ま
だ
不
安
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
一
層

の
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
目
配
り
、

気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月	

通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動

５
・
６
月	

田
中
駅
周
辺
街
頭
補

導
活
動

７
月	

「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
推
進
強
調
月
間
」

	

駅
前
街
頭
啓
発
活
動

	

社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

８
月	

祭
時
街
頭
補
導
活
動

９
月	

学
校
公
開
行
事
、
地
域
の

育
成
活
動
へ
の
参
加

10
月	

青
少
年
関
連
研
修
会
へ
の

参
加

11
月	

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
強
調
月
間
」

	

駅
前
街
頭
啓
発
活
動

	

社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

12
月	

学
警
合
同
巡
視
活
動

１
月	

田
中
駅
周
辺
街
頭
補
導
活

動

２
月	

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会

環
境
排
除
県
民
運
動
強
化

月
間
」

	

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
店

頭
街
頭
啓
発
活
動

	

社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動

３
月	

通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動　

年
間	
東
御
清
翔
高
校
と
の
合
同

美
化
活
動

　

東
御
市
で
は
現
在
、
有
害
図

書
等
自
動
販
売
機
は
ゼ
ロ
台
で

す
。
こ
れ
は
地
域
で
の
活
動
の

成
果
で
す
。

　

新
た
な
場
所
に
設
置
さ
れ
な

い
よ
う
、
Ｎ
Ｏ
運
動
の
推
進
に

今
後
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

青
少
年
係

　

☎
64

－

５
９
０
６

地区 氏　　　名

田

中

地

区

○工　藤　信　廣

高見澤　正　善

高　木　美恵子

古　川　由美子

馬　場　清　子

鉄　矢　美紀雄

滋

野

地

区

○土　屋　裕　司

小河原　　　實

寺　嶋　健　一

掛　川　和　彦

小宮山　千枝子

佐　藤　千　枝

地区 氏　　　名

北
御
牧
地
区

◎荻　原　愼一郎

渡　辺　憲　一

渡　辺　弘　美

竹　重　美　杉

関　　　晶　子

滝　澤　　　篤

学

校

市内小中高等学校の

生徒指導教諭 1 名ずつ

地区 氏　　　名

祢

津

地

区

○唐　澤　宏　員

北　澤　富士男

春　原　正　実

南　沢　浩　子

斎　藤　史津子

油　井　かおり

和

地

区

○青　山　寛　子

成　澤　衛　男

佐　藤　和　子

戸　田　　　昇

荒　井　春　美

大日向　美　紀

◎は会長、○は副会長（敬称略）

青
少
年
補
導
委
員
の

　
　
　

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
に

 

明
る
い
あ
い
さ
つ
の

  

声
が
け
を

   

お
願
い
し
ま
す
！

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

年
間
計
画

有
害
環
境
Ｎノ

ーＯ
運
動

推
進
中
で
す
！
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●問い合わせ先　教育課　学校教育係　☎64－5879

　

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
、
北
御
牧

小
中
学
校
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

小
学
校
で
は
、
算
数
で
コ
ー
ス
別
少
人

数
学
習
が
始
ま
り
、５
・
６
年
生
で
は
「
ぐ

ん
ぐ
ん
」と「
じ
っ
く
り
」の
２
つ
の
コ
ー

ス
を
設
け
て
、
担
任
と
中
学
校
の
数
学
担

当
教
員
の
３
ク
ラ
ス
編
成
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
か
ら
は
、「
他
の

学
級
の
人
と
も
一
緒
な
の
で
新
鮮
に
取
り

組
め
る
」、「
中
学
校
の
こ
と
も
授
業
の
中

で
話
し
て
も
ら
え
る
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
る
」、「
じ
っ
く
り
コ
ー
ス
は
、
個
別
指

導
の
時
間
が
長
く
て
分
か
り
や
す
い
」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
Ｔ
Ｔ
指
導
※

が
始
ま
り
、

教
科
担
任
が
全
体
指
導
を
行
い
、
数
学
担

当
教
員
が
各
生
徒
を
巡
回
し
て
個
別
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｔ
Ｔ
指
導
と
は
複
数
教
員
に
よ
る
指
導
の
こ
と
で
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進 

④

～「
確
か
な
学
力
」と「
自
立
を
め
ざ
す
心
と
力
」を
育
む
た
め
に
～

シリーズ

小中一貫 教 育への地 域の皆さんの声
　小中一貫になると、従来の小学
校・中学校でのカリキュラムの重複
がなく、効率的な時間を持てること
や、新しい環境での児童の心理的
な重圧感もなくなる事と思います。
また、地域の方を加えた実践教育
の取り入れは一段と学習の相乗効
果があがるものと期待されます。

　小中一貫教育は学力面での向上
も期待されますが、北御牧におい
ては、心の豊かさを求めていく取
り組みを中心にしたらどうでしょう
か。この地域の子どもたちは素直
で優しい子が多く、そんな特色を
伸ばせたらと思います。村田　和子さん

（大日向）
大塚　文人さん
（下八重原）

　

東
御
市
で
新
た
に
始
ま
っ
た
小
中
一
貫

教
育
に
自
分
が
関
わ
れ
る
こ
と
は
、
と
て

も
楽
し
み
で
光
栄
で
す
。
小
学
校
の
児
童

と
接
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
私
も
母
に
な
っ
た
今
は
、
児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
わ
が
子
の
よ
う
で

す
。
ま
ず
は
、
共
に
算
数
・
数
学
を
楽
し

み
、
そ
れ
を
通
し
て
学
習
す
る
意
味
を
感

じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
算
数
・
数
学
担
当
】

　
諸
岡
絹
江
先
生
の
抱
負

運営の基本方針

教育目標

平成25年度　北御牧小・中学校
教育目標と運営方針
めざす子どもの姿

1.	確かな学力と学びを考える力を持った児童・生徒
2.	豊かな心と個性を持った人間力のある児童・生徒
3.	未来を拓き、社会で自立していく力を持った児童・生徒

　義務教育９年間の連続した教育課程のもとで、小中
学校間の円滑な接続を図り、家庭・地域、学校が一体と
なって生きる力を育み、北御牧に誇りを持って力強く生
きていく子どもを育成する。

◆◇◆ 小学校の目標 ◆◇◆
「みんななかよくまなびあい　　　　
　　　　　　きたえよう心とからだ」
・課題を持って追究していく子ども
・健康な心とからだを持つ子ども
・友の考えや思いに心をよせ共感できる子ども

・自ら進んで考え追究する生徒
・進んで身体を鍛える生徒
・正しく判断し心豊かで温かな生徒

◆◇◆ 中学校の目標 ◆◇◆
「求　健　正」

◀
中
学
校
の
Ｔ
Ｔ
指
導

◀
６
年
生
ぐ
ん
ぐ
ん
コ
ー
ス

（2013年 5月）市報とうみ 10



　暴力団は市民生活や社会経済活動を脅かす存在であることを認識し、「暴力団を恐れない」、「暴力団に資金を
提供しない」、「暴力団を利用しない」といったことを基本に、暴力団排除を推進します。

　市は、基本理念にのっとり、県や警察等関係団体との連携を図りながら、市民及び事業者の協力によって、暴
力団排除に関する施策を総合的に推進します。

　市民及び事業者は、基本理念にのっとり、市が実施する暴力団排除に関する施策に協力するとともに、暴力団
の排除に役立つ情報を得たときは、市にその情報を提供するよう努めなければなりません。

　市は、暴力団員または暴力団員と密接な関係にある者などを、公共工事などの入札に参加させないなど、市の
事務・事業から排除します。

　市は、市の施設利用について許可申請があった場
合に、暴力団の活動を助長し、またはその運営に役
立つと認めるときは、施設の利用許可をしないこと
とします。

　市は、市民や事業者が暴力団排除活動に取り組め
るよう、警察と連携し情報の提供や助言を行います。

●問い合わせ先
　市民課　生活環境係　☎ 64－5896

東御市暴力団排除条例を
４月１日から施行しました

　全国的に社会全体で暴力団を排除しようとする機運が高まりを見せる中、長野県では平成23年 9月に長野県暴力
団排除条例が施行されました。
　東御市でも市民の安全で平穏な生活を確保し、社会経済活動の健全な発展に寄与することを目的に東御市暴力団
排除条例を制定しました。
　市は条例の制定を契機として、市民、事業者、関係機関の皆さんと一致協力し、安全・安心なまちづくりの推進
に努めます。

○基本理念

○市の役割

○市民及び事業者の役割

○市の行う事業に関すること

○公共施設の利用

○市民に対する支援

条 例 の 概 要

市報とうみ（2013年 5月）11



～ 平 成 2 4 年 度 活 動 状 況 の お 知らせ ～

　農業委員会では毎月下旬に農地転用申請などの可否について協議する定例総会を開催するほか、長野県農業会議
主催による研修会や、他市町村の農業委員との合同研修会等に参加し、知識の向上や情報交換に努めています。ま
た、巨峰の王国まつり、火のアートフェスティバル等のイベントに出店し、地元産のスイートコーン等の販売を行うな
ど地域に根ざす農業委員会として活動しています。

第
２
回
上
小
農
業
委
員
会
協
議
会

研
修
会
に
参
加

家
族
経
営
協
定
調
印
式

家
族
経
営
協
定
調
印
者
の
声

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て

花
岡
　
種
男

※
家
族
経
営
協
定
と
は
…

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
を
把
握
し
、
地

域
農
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
２
回
上
小
農
業
委
員
会
協
議
会
研
修
会

が
本
年
２
月
７
日
、
上
田
合
同
庁
舎
で
開

催
さ
れ
、
上
小
地
区
の
農
業
委
員
や
農
業

委
員
会
事
務
局
員
な
ど
、
１
０
０
人
余
り

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
各
地
で
作
成
が

進
め
ら
れ
て
い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
先
進
的
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、
下
伊
那

郡
豊
丘
村
の
果
樹
生
産
地
域
に
お
け
る
取

組
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
小
管
内
各
市
町
村
の
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
の
進
捗
状
況
や
課
題

が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
市
町
村
ご
と
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
を
し
た
分
科
会
で
は
５

年
後
、
10
年
後
の
地
域
農
業
の
維
持
・
発

展
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
27
日
、
上
小
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
清
水
所
長
、
小
山
農
業
委
員
会

長
立
会
い
の
下
、
家
族
経
営
協
定
※

の
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
原

口
の
花
岡
さ
ん
一
家
を
は
じ
め
新
規
就
農

者
、
認
定
農
業
者
及
び
農
業
委
員
な
ど
11

組
の
家
族
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

私
は
兼
業
農
家
と
し
て
水
稲
、
野
菜
、

果
樹
栽
培
を
中
心
に
、
親
父
の
農
業
を
手

伝
い
、
収
穫
時
に
は
、
達
成
感
や
喜
び
を
味

わ
い
な
が
ら
耕
作
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

定
年
を
過
ぎ
た
今
、
大
空
と
太
陽
の
下

で
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
土
地
を
耕
し
、

栽
培
を
楽
し
み
、
ま
た
、
数
年
前
か
ら
長

男
も
微
力
な
が
ら
農
業
を
手
伝
い
始
め
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、農
業
委
員
の
楢
原
さ
ん
に「
家

族
経
営
協
定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
」
と
誘
わ

れ
ま
し
た
。
我
が
家
で
は
そ
ん
な
大
そ
れ
た

こ
と
は
し
な
く
て
も
と
、
頭
の
中
で
思
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
数
日
間
、
家
族
と
何
気

な
く
話
し
て
い
る
と
、
仕
事
の
割
り
当
て
分

担
や
年
間
計
画
が
明
確
に
な
っ
て
い
き
、
家

族
も
責
任
を
持
っ
て
作
業
を
し
、
農
繁
期
以

外
は
、
各
自
の
時
間
が
取
り
や
す
く
な
り
、

文
書
化
す
る
こ
と
で
各
自
の
責
任
と
自
覚
が

今
ま
で
以
上
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
楽
し
み
な
が
ら
の
農
業
」

に
向
け
、
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
協
定
書
を

活
用
し
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
輸
入
米

が
増
え
、
米
価
は
下
が
り
、
農
機
具
の
値
段

は
下
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
不
透
明
な
部

分
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
農
業
は
小
規

模
農
家
で
も
生
き
残
れ
る
様
に
、
消
費
者
に

農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
、家
族
揃
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
に
お
け
る
家
族
の
平
等
な
経
営

参
画
を
保
障
す
る
た
め
、
経
営
方
針
や

営
農
計
画
、
役
割
分
担
、
収
益
の
分
配
、

就
農
条
件
、
将
来
の
経
営
移
譲
な
ど
を

家
族
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、
書
面
に

し
て
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。
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4月 27日 第13回定例総会
5月 21・22日 19市農業委員会協議会総会（飯山市）

30日 第14回定例総会
31日 全国農業委員会会長大会（東京都）

6月 6日 1号会議員・農業委員会事務局長合同会議（長野市）
7日 上小農業委員会協議会総会（上田市）

28日 第15回定例総会
小諸市農業委員会との交流会（東御市）

7月 30日 第16回定例総会
8月 29日 長野県農業会議第112回定例総会（松本市）

30日 第17回定例総会
9月 15・16日 巨峰の王国まつり出店

28日 第18回定例総会
立科町農業委員会との交流会（立科町）

10月 11日 上小農業委員会協議会研修会・交流会（上田市）
13・14日 火のアートフェスティバル出店

17日 各種団体親睦球技大会（東御市内）
17・18日 19市農業委員会協議会会長会議（松本市）

25日 関東ブロック農村青少年プロジェクト（静岡県）
31日 第19回定例総会

11月 1・2日 上小農業委員会協議会先進地視察研修（福井県他）
7日 第58回長野県農業委員大会（松本市）

29日 第20回定例総会
12月 27日 第21回定例総会
1月 30日 第22回定例総会
2月 7日 第 2 回上小農業委員会協議会研修会（上田市）

27日 第23回定例総会
家族経営協定調印式

28日 第52回全国青年農業者会議（東京都）
3月 22日 長野県農業会議第113回定例総会（長野市）

28日 第24回定例総会

全
国
青
年
農
業
者
会
議

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

滝
澤
栄
一
さ
ん
、

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
！

農
地
法
関
連
申
請
数

　

滝
澤
栄
一
さ
ん
（
下
八
重
原
）
が
、
本

年
２
月
28
日
に
都
内
で
開
か
れ
た
全
国
青

年
農
業
者
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
の

「
土
地
利
用
型
作
物
の
部
」
で
、
最
優
秀

賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

滝
澤
さ
ん
は
、
水
稲
の
有
機
栽
培
に
お
け

る
疎
植
の
有
効
性
を
品
質
と
経
済
性
の
観

点
か
ら
検
証
し
た
結
果
を
ま
と
め
、
発
表

し
ま
し
た
。

　

上
小
地
区
大
会
・
長
野
県
大
会
・
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
静
岡
）
で
予
選
を
通
過

し
、
全
国
大
会
当
日
の
発
表
で
は
、
審
査

委
員
の
方
か
ら
「
実
践
し
た
こ
と
の
内
容

と
ま
と
め
方
が
す
ば
ら
し
く
、
誰
に
も
わ

か
り
や
す
い
発
表
で
あ
っ
た
」
と
い
う
総

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

滝
澤
さ
ん
の
人
柄
が
滲に

じ

み
出
て
い
た
す

ば
ら
し
い
発
表
と
結
果
に
、
地
区
大
会

か
ら
全
国
大

会
ま
で
ず
っ

と
応
援
し
て

き
た
農
業
委

員
会
や
関
係

の
皆
さ
ん
全

員
で
、
こ
の

喜
び
を
分
か

ち
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
受
賞
は
後
継
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
大
き
な
目
標
と
な
り
、
今
後
の
農
業

経
営
の
力
強
い
励
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。		



　

毎
月
の
農
業
委
員
会
定
例
総
会
で
、
農

地
法
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
審
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
申
請

数
は
下
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。（
平

成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31

日
）

　

毎
月
行
わ
れ
て
い
る
定
例
総
会
の
議
事

録
や
農
地
転
用
等
の
申
請
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
64

－

０
５
３
５

平成24年度活動記録

平成24年度の申請数

※第 ３ 条とは農地の貸し借り、所有権を移転す
る申請

※第 4 条とは所有している農地を宅地等に転
用する申請

※第 5 条とは他者が所有している農地を取得ま
たは賃貸借により、宅地等に転用する申請

第3条 第4条 第5条

55件 11件 60件
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「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
「
障
害

者
総
合
支
援
法
」（
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
の
「
自
立
」
を
「
基
本
的
人
権
を
享

有
す
る
個
人
と
し
て
の
尊
厳
」に
改
正
し
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
い
て
、
更
な

る
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
社

会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

制
度
の
谷
間
の
な
い
支
援
を
提
供
す

る
観
点
か
ら
、
障
が
い
者
の
定
義
に

新
た
に
難
病
等
を
追
加
し
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

難
病
と
は
、
原
因
不
明
で
治
療
方
法

が
未
確
立
で
あ
り
、
後
遺
症
を
残
す

お
そ
れ
が
あ
る
病
気
の
こ
と
で
す
。
国
で

は
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
を
実
施

し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
メ
ニ
エ
ー
ル
病
・

潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ス
モ
ン
を
始
め
現

在
１
３
０
疾
患
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nanbyou.or.jp/

）

市
町
村
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援

事
業
の
必
須
事
業
と
し
て
、
次
の
事

業
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
の
研
修
や
啓
発
を
行
う
事
業

②
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等

が
自
発
的
に
行
う
活
動
に
対
す
る
支
援

事
業

③
市
民
後
見
人
等
の
人
材
の
育
成
・
活
用

を
図
る
た
め
の
研
修
事
業　

　
（
平
成
24
年
４
月
か
ら
上
小
圏
域
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
開
始
）

④
意
思
疎
通
支
援
（
手
話
奉
仕
員
）
を
行

う
者
の
養
成
事
業
（
市
で
は
平
成
18
年

か
ら
事
業
を
開
始
）

連載 【第２回】

第 2回は法改正についてのお知らせです。

　「障害者自立支援法」に代わり、『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合
支援法）』が平成25 年 4月1日より施行されました。

　この法改正の概要をQ＆Ａ方式でお伝えします。

法
の
題
名
・
目
的
が
改
正
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で

す
か
？

Q -1
障
が
い
者
の
範
囲
の
見
直
し
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
？

Q - 2
難
病
と
は
、
ど
ん
な
病
気
で
す

か
？

Q - 3

難
病
の
対
象
疾
患
数
や
疾
患
名
を

教
え
て
く
だ
さ
い
？

Q - 4
障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
が
追
加

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
追
加
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q - 5●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
援
護
係

　

☎
64

－

８
８
８
８

福祉のワンポイント情報
◇上小圏域障害者総合支援センター◇
　身体・知的・精神・難病の 4 障がいの相談に対応する総合支援センターです。障がいのある方が地域で安心して生活できるよう
相談支援専門員やケースワーカーが、面接・電話・訪問等により相談・支援を行います。詳しくは、下記までお問い合わせください。
上田市中央 3 − 5 −1　　　　全般：☎ 0268 （28） 5522　　　　就業相談：☎ 0268 （27） 2039

◇上小圏域障害者自立支援協議会◇
　市町村や相談支援事業者が相談支援を継続していく中で直面した課題や、個別支援会義等において新たに地域の中で把握され
たニーズや課題について、地域全体で検討し、改善・解決していくための協議の場です。上小地域では平成18 年から継続され、現
在は ６ つの部会によりニーズや課題を研究しています。
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目
指
せ
！
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち

～
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
～

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
各
小
学

校
の
５
・
６
年
生
５
名
ず
つ
の
希
望
者
合

計
50
名
（
定
員
）
で
、啓
発
活
動
の
た
め
、

上
田
交
通
安
全
協
会
東
御
部
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
小
学
校
や
地
域

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の

里
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
レ

タ
ー
を
手
渡
す
「
交
通
安
全
レ
タ
ー
作

戦
」
や
、
市
民
ま
つ
り
の
踊
り
連
に
参
加

し
て
行
う
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
、
交
通

安
全
関
係
施
設
等
へ
の
視
察
研
修
、
夜
間

の
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
「
ピ
カ

ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
交
通

ル
ー
ル
の
重
要
性
や
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
小
学
校
の

団
員
と
の
よ
い
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
交
通
少
年
団
だ
か
ら
こ
そ
体

験
で
き
る
活
動
や
見
学
で
き
る
施
設
な
ど

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
２
年
間
活
動
に
参
加
し
た
平

成
24
年
度
団
長
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
作
文
を
読
ん
で
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
た
み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
、
交
通
少
年
団

の
一
員
と
な
り
活
躍
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ぼ
く
が
交
通
少
年
団
の
思
い
出
で
強
く

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
4
つ
で
す
。

　

1
つ
目
は
、
５
年
生
の
時
に
松
本
駐
屯

地
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
東
日

本
大
震
災
で
ど
ん
な
活
動
を
し
た
か
、
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

の
前
で
写
真
を
と
っ
た
り
し
て
、
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
つ
目
は
、
松
代
管
制
室
・
高
速
道
路

交
通
警
察
隊
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
長
野

県
に
あ
る
高
速
道
路
が
、
モ
ニ
タ
ー
に
写
っ

て
い
て
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
事
が
お
き
て

い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
の
車
の
中

も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
や
ス

イ
ッ
チ
で
サ
イ
レ
ン
が
な
っ
た
り
す
る
の
が

わ
か
り
ま
し
た
。
他
の
車
に
は
、
コ
ー
ン

な
ど
の
道
具
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、す
ご
か
っ

た
で
す
。
途
中
で
事
故
の
映
像
を
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
早
い
速
度
の
車

が
、
止
ま
っ
て
い
る
車
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
を
見
て
こ
わ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

3
つ
目
は
、
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦

の
事
で
す
。
5
年
生
の
時
は
、
用
事
が
あ
っ

て
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
が
初
め
て

な
の
で
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
初
め
は

う
ま
く
話
し
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

だ
ん
だ
ん
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
に
思
い

を
こ
め
て
や
り
ま
し
た
。

　

4
つ
目
は
、
自
分
が
団
長
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
自
分
が
団
長
に
な
っ
た
理
由
は
、

事
故
を
な
く
す
運
動
に
、
も
っ
と
集
中
し

て
や
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今
年
は

思
っ
た
通
り
に
集
中
で
き
た
の
で
、
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。

　

４
月
か
ら
中
学
生
に
な
る
の
で
退
団
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
活

動
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
交
通
少
年
団
の
思
い
出
」

平
成
24
年
度
団
長

祢
津
小
学
校　

滝た
き
ざ
わ沢　

悠ゆ
う
と人

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
市
内
各
保

育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
、
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
年
度
の
切
り
替
わ
り
に
あ

た
り
、
交
通
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
過
ご
し
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
と
、
各
地

区
交
通
指
導
員
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
８
日
に
は
、
北
御
牧
保
育
園
で
親

子
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
に

よ
る
保
護
者
向
け
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
講

習
を
行
っ
た
ほ
か
、
参
加
者
が
実
際
に
外

に
出
て
交
差
点
の
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

た
。

　

横
断
歩
道
前
で
は
「
右
・
左
・
右
・
よ

し
！
」
と
大
き
な
声
で
、
車
の
確
認
を
し

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

　

 

開
催
し
て
い
ま
す

▲右・左・右よし！手を上げて渡ります！

▲夏の研修会で交通安全レターを
　袋詰めしている団員

▲高速道路交通警察隊を視察
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●
東
御
市
交
番

　
飯い

い
じ
ま嶋
智と

も

比ひ

古こ

　
所
長

●
東
御
消
防
署
（
署
員
27
名
）

　
中な

か
む
ら村

　
　
至い

た
る　

署
長

・
庶
務
係

　
田た

中な
か

　
基も

と
つ
ぐ継

　
副
署
長
兼
係
長

・
予
防
係

　
笠か

さ
は
ら原

　
正ま

さ
ひ
ろ廣

　
副
署
長
兼
係
長

・
警
防
担
当

　
大お

お
さ
わ澤

　
　
浩ひ

ろ
し

　
係
長

　
武む

舎し
ゃ

　
德の

り

夫お

　
係
長

・
救
急
係

　
齋さ

い
と
う藤

　
武た

け
あ
き昭

　
係
長

ご
入
園
・
ご
入
学

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
御
市
の
安
全・安
心
を
守
る

  

警
察・消
防
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

【
警
察
の
皆
さ
ん
】

【
消
防
の
皆
さ
ん
】

　

４
月
２
日
、
市
立
保
育
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
、
１
８
０
名
が
入
園

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
日
午
前
に
市
内
各
小
学
校
、
午
後
に
は
市
内
各

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
２
７
０
名
、
中
学
校
２
８
５
名

が
入
学
し
ま
し
た
。

▲田中小学校

▲祢津小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校 ▲和小学校

▲滋野保育園

▲滋野小学校

　
古ふ

る
こ
し越

　
真し

ん
い
ち一

　
主
任

　
梶か

じ

田た

　
雅ま

さ

紀き

　
主
任

　
室む

ろ

賀が

　
拓た

く
ろ
う郎

　
主
任

　
松ま

つ
も
と本

　
悠ゆ

う

希き

　
所
員

　
小お

倉ぐ
ら

　
直な

お

樹き

　
所
員

　
磯い

そ

川か
わ

　
　
潤じ

ゅ
ん

　
所
員

　
木き

内う
ち

　
俊し

ゅ
ん

介す
け

　
所
員

　
西に

し
ざ
わ澤

　
佳か

な奈
　
所
員

　
堀ほ

り
ご
め篭

　
秀ひ

で
と
し寿

　
相
談
員

●
大
日
向
駐
在
所

　
奥お

く
は
ら原

　
秀し

ゅ
う

一い
ち

　
主
任

●
八
重
原
駐
在
所

　
小こ

ば
や
し林

　
郁い

く

夫お

　
主
任
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平成25年度 各区の公民館事業等を運営していただく、
分館長の皆さんをご紹介します

※◎は地区分館長会会長、○は地区分館長会副会長　　 （敬称略）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

生
涯
学
習
、教
育
等
の
推
進
や
行
政
、人
権
等
に

関
す
る
相
談
を
行
う
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

分館名 氏　　　名

田　

中　

地　

区

加 沢 上　原　忠　雄
常 田 竹　内　成　人
田 中 村　田　達　雄

県 ○髙　木　春　美
本 海 野 ◎小　林　文　江
西 海 野 丸　山　　　勲
白 鳥 台 淀　川　初　男
城 ノ 前 山　辺　豊　常

滋　

野　

地　

区

赤 岩 ◎山　浦　秀　司
片 羽 田　口　義　昭
桜 井 滝　澤　武　夫
大 石 岩　井　敏　行
中 屋 敷 唐　澤　政　徳
別 府 小川原　正　幸
原 口 若　林　豊　文

聖 若　林　敏　明
乙 女 平 ○石　塚　政　温
王 子 平 土　屋　康　二

祢
津
地
区

奈 良 原 北　澤　義　継
横 堰 山　口　良　友
新 張 ○小　林　文　門
出 場 花　岡　茂　樹

分館名 氏　　　名

祢　

津　

地　

区

金 井 神　田　　　進
新 屋 清　水　敏　道
東 町 堀　口　　　浩
西 宮 田　畑　　　茂
滝 の 沢 ◎土　屋　初　喜
姫 子 沢 舩　田　寿　夫
祢 津 南 土　屋　和　彦
伊 勢 原 中　澤　広　幸

和　

地　

区

東 上 田 瀧　澤　昭　彦
田 沢 箱　山　重　幸
大 川 出　澤　　　功
栗 林 清　水　博　三
海 善 寺 ○福　島　和　生
曽 根 黒　岩　完二郎
海善寺北 山　口　　　充
東 深 井 堀　　　和　幸
西 深 井 ◎大　嶋　浩　二
東 入 山　浦　一　英
西 入 小　林　繁　夫
日向が丘 橋　本　尚　和
寺 坂 清　水　圭　介

睦 藤　田　彩　香

分館名 氏　　　名

北　

御　

牧　

地　

区

上八重原 ○岩　下　雄　司
田 楽 平 荻　原　正　秀
中八重原 宮　坂　正　光
山 崎 白　倉　滝　男
下八重原 宮　嶋　秀　次
芸術むら 長谷川　清　次
白 樺 津　金　邦　子
切 久 保 山浦　喜久之介
八 反 田 大　塚　光　博
本下之城 小宮山　時　雄
田 之 尻 井　出　　　勝

宮 柄　澤　淳　一
畔 田 青　木　美　政
御牧原南部 小　林　順　人
御牧原北部 水　科　勝　吉
布 下 荻　原　清　一
常 満 ◎寺　島　敏　之
島 川 原 小　山　憲　夫
大 日 向 内　川　　　徹
光 ケ 丘 関　　　貞　雄
羽 毛 山 西　入　寿　和
牧 ケ 原 小　嶋　泰美代

◆
公
民
館
長

・
関せ

き

　
文ふ

み

彦ひ
こ

（
北
御
牧
公
民
館
）

◆
社
会
教
育
指
導
員

・
栁や

な
ぎ

澤さ
わ

　
秀ひ

で

樹き

（
北
御
牧
公
民
館
）

	

田
中
地
区
生
涯
学
習
担
当

・
土つ

ち

屋や

　
裕ゆ

う

司じ

	

（
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

	

滋
野
地
区
生
涯
学
習
担
当

・
後ご

藤と
う

　
菊き

く

夫お

（
祢
津
公
民
館
）

	

祢
津
地
区
生
涯
学
習
担
当

・
深ふ

か

井い

　
佳よ

し

人と

	

（
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

	

和
地
区
生
涯
学
習
担
当

・
柄か

ら

澤さ
わ

　
照て

る

雄お

（
北
御
牧
公
民
館
）

	

北
御
牧
地
区
生
涯
学
習
担
当

◆
図
書
館
長

・
飯い

い

島じ
ま

　
貞さ

だ

夫お

◆
人
権
同
和
教
育
指
導
員

　

人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
学

習
・
研
修
の
指
導
や
助
言
、
ま

た
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

　
富ふ

美み

子こ

	

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

	

人
権
同
和
教
育
担
当

◆
指
導
主
事

・
別べ

っ

府ぷ

　
繁し

げ

樹き

	

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

	

学
校
教
育
指
導
主
事
教
育
相
談
員

・
別べ

っ

府ぷ

　
礼れ

い

子こ

	
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

	
学
校
教
育
指
導
主
事
教
育
相
談
員

◆
行
政
相
談
委
員

　

行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望

を
お
聴
き
し
、
そ
の
実
現
や
解

決
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
長な

が

岡お
か

　
政ま

さ

直な
お

	

東
部
地
区
担
当

・
青あ

お

木き

　
英ひ

で

昭あ
き

	

北
御
牧
地
区
担
当

◆
人
権
擁
護
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近
所

で
の
困
り
ご
と
な
ど
）
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
栁や

な
ぎ

澤さ
わ

　
秀ひ

で

樹き

	

田
中
地
区
担
当

・
神こ

う

津づ

　
秀ひ

で

子こ

	

田
中
地
区
担
当

・
小お

川が

原わ
ら

　
千ち

賀か

枝え

	

滋
野
地
区
担
当

・
土つ

ち

屋や

　
哲て

つ

夫お

	

祢
津
地
区
担
当

・
山や

ま

丸ま
る

　
洋よ

う

子こ

	

和
地
区
担
当

・
荻お

ぎ

原は
ら

　
輝て

る

久ひ
さ

	

北
御
牧
地
区
担
当

・
荻お

ぎ

原は
ら

　
愼し

ん

一い
ち

郎ろ
う

	

北
御
牧
地
区
担
当

・
渡わ

た

邉な
べ

　
け
さ
代よ

	

北
御
牧
地
区
担
当
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誕生日おめでとう！（５月生まれ）

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
25
年
３
月
に
寄
附
を
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。）

◦
信
州
大
学
ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト　

様

　
（
デ
ザ
イ
ン
軍
手
「
ち
び
軍

手
ィ
」
２
６
５
双
）

◦
東
御
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様

（
防
犯
ブ
ザ
ー　

２
８
０
個
）

◦
匿
名
希
望　

様

　
（
現
金　

１
万
円
）

 

◦
ア
ー
ト
梱
包
運
輸
株
式
会
社　

様

　
（
軽
車
両　

１
台
）

◦
小
原
孝
一
郎　

様

　
（
梅
の
木
の
成
木　

２
本
）

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
64

－

５
８
０
５

ご

芳

志

山
やまうら

浦　まいなちゃん（大石）
（１歳、H24. 5.10 生）

森
もりさわ

沢　晨
しん

くん（桜井）
（２歳、H23. 5.16 生）

関
せき

　晴
はる

輝
き

くん（リードリーくらかけ）
（３歳、H22. 5.16 生）

滝
たきざわ

澤　奏
ね ね

音ちゃん（羽毛山）
（３歳、H22. 5.18 生）

（対象者６月生まれの3歳まで）

小
お の

野澤
ざわ

　福
ふく

太
た

郎
ろう

くん（大石）
（２歳、H23. 5.16 生）

板
いたくら

倉　碧
あお

希
き

くん（乙女平）
（２歳、H23. 5.24 生）

竹
たけうち

内　壱
いっ

心
しん

くん（姫子沢）
（３歳、H22. 5.16 生）

　まいなちゃん１歳おめでとう♥にい
にとねえねに遊んでもらうととても嬉
しそうに大ハシャギ♥色々なマネをし
てみんなを和ませてくれるね、ありが
とう！！

　☆晨くん☆２歳のお誕生日おめでと
う！！いっぱい食べる姿がとってもかわ
いい晨くん。これからもいっぱい食べ
て大きくなってね。

　３歳のお誕生日おめでとう♥お兄
ちゃんになったばっかりだけど妹のめ
んどうみてくれてありがとう。成長し
てる姿かっこいいぞっ！これからもお
兄ちゃんと妹と仲良く遊んでね♥いた
ずらもほどほどにね・・・

　ねねちゃん。おたん生日おめでとう。
ねねが、元気に育ってくれて、パパも
ママも幸せです。弟も生まれて、すっ
かりお姉ちゃんになったね。これから
も家族４人、仲良く楽しくすごそうね。

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画課広報担当
までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。
なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、５月10日（金）必着。なお、締め切りを過ぎたも
のについてはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承く
ださい。

　福太郎♥２歳のお誕生日おめでとう
♥宝物の福太郎、みんな福太郎のこ
とが、大好きだよ♥これからも、色々
体験して、すくすく元気に育ってね♥

　お誕生日おめでとう！碧君の、自由
でマイペースな面白行動に、パパとマ
マは毎日笑顔がたえません。パパとマ
マのもとに生まれてきてくれて本当に
ありがとう！

　壱心♥３歳おめでとう！これからも、
いっぱい思い出作ろうね。元気いっぱ
い笑顔をいっぱいありがとう！

☆募集します！！☆
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私
は
、
平
成
二
十
五
年
度
の
副

会
長
に
な
っ
た
の
で
、
全
校
の
み

な
さ
ん
が
自
分
か
ら
明
る
く
元
気

な
あ
い
さ
つ
が
出
来
る
よ
う
に
、

一
年
間
、
委
員
会
活
動
や
児
童
集

会
で
工
夫
し
た
活
動
や
企
画
を
考

え
た
い
で
す
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
で
、
友
達
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
返
し
て
く
れ

る
人
と
返
し
て
く
れ
な
い
人
が

い
ま
す
。
代
表
委
員
会
の
当
番

活
動
で
、「
あ
い
さ
つ
プ
ラ
カ
ー

ド
」
と
い
う
活
動
を
お
こ
な
っ
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
回
る

時
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
あ
い
さ

つ
を
返
し
て
く
れ
ま
す
が
、
返
し

て
く
れ
な
い
人
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、「
あ
い
さ
つ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動
を
た
く
さ

ん
考
え
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
あ

い
さ
つ
の
よ
び
か
け
を
す
る
予
定

児
童
会
役
員
と
し
て

目
指
す
こ
と

祢
津
小
学
校
六
年

春す
の

原は
ら

　
彩あ
や

奈な

で
す
。
児
童
集
会
で
は
、
ど
の
学

年
の
み
な
さ
ん
も
楽
し
め
る
ゲ
ー

ム
を
考
え
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ

て
、
全
校
の
み
な
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
身
に
つ

け
て
く
れ
た
り
し
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

全
校
の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
、
い
い
児
童
会
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
僕
は
中
学
三
年
生
、
つ
ま

り
最
高
学
年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
こ
と
が
三

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
生
徒
会
で
す
。
僕
は

今
年
度
の
男
子
副
会
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
で
も
僕
は
全
校
を
ま

と
め
て

引
っ
張
っ

て
い
く
べ

き
立
場
の

副
会
長
で

あ
る
の

に
、
全
く

そ
れ
が
で

き
て
い
ま

せ
ん
。
各

委
員
会
の

正
副
委
員
長
の
姿
を
見
て
い
る

と
、
自
分
は
他
の
役
員
よ
り
足
り

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
年
間
行
事
を

確
認
し
、
先
へ
先
へ
と
準
備
を
進

め
て
い
っ
た
り
、
意
見
の
求
め
ら

れ
る
場
で
発
言
を
し
た
り
し
て

「
肩
書
き
だ
け
の
副
会
長
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

二
つ
目
は
部
活
動
で
す
。
僕
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
一
昨
年
の
先

輩
方
は
東
信
大
会
や
県
大
会
ま
で

勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、
僕
達
の
代

は
新
人
戦

で
は
一
勝

も
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
今
ま

で
の
練
習

で
は
、
苦

し
い
こ
と

か
ら
逃
げ

て
し
ま
う

こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
い
つ
ま
で
も
強
く

な
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
夏
の
大
会
ま
で
二
カ
月
を

切
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
気
持
ち

を
入
れ
直
し
、
自
分
に
負
け
ず
練

習
に
励
ん
で
、
よ
り
上
位
の
大
会

に
勝
ち
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し

中
学
最
後
の
一
年

北
御
牧
中
学
校
三
年

山や
ま
う
ら浦

　
雄ゆ
う

也や

た
い
で
す
。

　

三
つ
目
は
も
ち
ろ
ん
勉
強
で

す
。
三
年
生
に
な
る
と
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
受
験
勉
強
が
始
ま
り

ま
す
。
僕
に
は
、
目
標
と
し
て

い
る
高
校
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
学
校

な
の
で
、
本
気
で
や
ら
な
い
と
絶

対
に
受
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
勉

強
の
方
法
を
工
夫
し
た
い
と
思
い

☆
ふ
き
の
葉
ご
は
ん

�

●
材
料
（
６
人
分
）

　

米..............................

３
合

　

ふ
き
の
葉（
冷
凍
）....

１
２
０
ｇ

　

バ
タ
ー.......................

15
ｇ

　

み
り
ん................

大
さ
じ
３

　

し
ょ
う
ゆ.............

大
さ
じ
３

●
作
り
方

①
ご
飯
を
炊
く
。

②
ふ
き
の
葉
を
細
か
く
き
ざ

み
、
バ
タ
ー
で
炒
め
て
、
み

り
ん
・
し
ょ
う
ゆ
を
か
ら
め

る
。

③
炊
き
上
が
っ
た
ご
は
ん
に
②

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

※
ふ
き
の
葉
の
下
ご
し
ら
え

　
　

ふ
き
の
葉
は
熱
湯
で
塩
ゆ

で
し
、
水
に
さ
ら
す
。
葉
の

苦
味
に
よ
っ
て
は
、
水
を
替

え
な
が
ら
１
日
さ
ら
す
。
冷

凍
す
る
場
合
は
水
分
を
絞
り

冷
凍
す
る
。
佃
煮
に
も
利
用

で
き
ま
す
。

ま
す
。
今
ま
で
は
目
的
も
な
く
ひ

た
す
ら
や
っ
て
い
た
だ
け
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
は
そ
う
で
は
な
く
、

苦
手
・
得
意
を
意
識
し
、
苦
手
な

分
野
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

以
上
の
三
つ
を
本
気
で
取
り
組

み
、
悔
い
の
残
ら
な
い
最
後
の
一

年
に
し
た
い
で
す
。
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昨
年
７
月
の
起
工
式
か
ら
工
事

を
進
め
て
き
た
滋
野
保
育
園
の
新

園
舎
が
完
成
し
、
４
月
２
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、

花
岡
市
長
や
園
児
の
代
表
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
年
長
児
が
歌

で
待
望
の
新
園
舎
の
完
成
を
喜
び

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
立
保
育
園
に
つ
い

て
、
小
学
校
区
単
位
の
５
地
区
に

そ
れ
ぞ
れ
、
１
園
設
置
す
る
方
針

に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
園
舎
の

更
新
と
併
せ
て
統
合
・
再
編
を
進

め
て
い
ま
す
。
滋
野
保
育
園
は
、

滋
野
・
東
の
両
保
育
園
を
統
合

し
て
大
石
区
に
新
築
移
転
し
ま
し

た
。

　

放
課
後
、
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が
来
館
し

ま
す
。
す
ぐ
に
宿
題
を
や
り
だ
す

子
、庭
や
遊
戯
室
へ
と
向
か
う
子
。

学
習
に
も
遊
び
に
も
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

30
本
の
桜
に
囲
ま
れ
た
庭
で
、

草
花
を
つ
ん
だ
り
昆
虫
を
捕
ま
え

た
り
、
四
季
折
々
の
自
然
の
恵
み

を
生
か
し
て
の
び
の
び
と
遊
ん
で

い
ま
す
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ハ
ン

ド
ベ
ー
ス
は
大
勢
の
子
が
学
年
の

枠
を
超
え
て
楽
し
く
、
時
に
は
熱

戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
室

内
で
は
、
折
り
紙
や
厚
紙
な
ど
身

近
に
あ
る
材
料
を
使
い
、
素
敵
な

作
品
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
お

話
の
会
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
読
み
手
の

方
と
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
に
な

り
、
読
み
終
え
た
本
を
も
う
一
度

見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
質
問
し

た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で
は
、
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
歌
い
、
ア
ン
コ
ー

ル
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
児
童
館
で
の
活
動
を
通

し
て
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り

組
め
る
子
、
相
手
を
思
い
や
れ
る

子
に
育
つ
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

滋
野
保
育
園
新
園
舎
が
竣
工

元
気
発
信
！
子
育
て
施
設

滋
野
児
童
館
の
話
題

☆
病
児
相
談
室
を
設
置

　

完
成
し
た
新
園
舎
は
、
病
児
相

談
室
を
設
置
し
た
ほ
か
、
０
歳
児

か
ら
の
保
育
に
も
対
応
可
能
で
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
将
来
に
わ

た
っ
て
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
機

能
を
備
え
た
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。

☆
地
元
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
用

　

滋
野
地
区
の
山
林
で
伐
採
さ
れ

た
カ
ラ
マ
ツ
材
を
可
能
な
限
り
使

用
し
た
園
舎
は
、
木
の
温
か
み
が

感
じ
ら
れ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
情
操
が
養
わ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

0
～
2
歳
児
保
育
室
（
各
1
室
）、

3
～
5
歳
児
保
育
室
（
各
2
室
）、

病
児
相
談
室
（
1
室
）、
一
時
保

育
室
（
1
室
）、遊
戯
室
（
1
室
）、

調
理
室
、
事
務
室
、
屋
外
プ
ー
ル
、

太
陽
光
発
電

新
園
舎
の
特
徴

◀
お
話
の
会

▲ハンドベル演奏会

木
の
温
も
り
に
包
ま
れ
て
す
く
す
く
育
て
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

5
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
く
う
ね
る
と
こ
ろ　

す
む
と
こ
ろ
】 

　

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

◦
ち
い
さ
い
お
う
ち

◦
か
あ
さ
ん
は
ど
こ
？

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
バ
ー
ト
ン
：
作

岩
波
書
店

ク
ロ
ー
ド
・
Ｋ
・
デ
ュ
ボ
ア
：
作

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

館長の つぶやき
　図書館からお届けするFMとうみ
の新番組「おはなしのとびら」が ４
月23日からスタート。番組は、朗読
と図書館司書のトークを主な内容と
し、毎月第３火曜日を基本に午前
11時から放送しています。
　朗読を担当するのは読み聞かせや
語り、音訳ボランティアを日常的に
行っている11名の市民の皆さんで、
毎月交代して「ふるさとの民話」か
ら1話、2 話とお話していきます。
この本は、旧東部町農協（現信州う
えだ農協）が、昭和60年と平成6年
に２巻出版したもので、100話程の
お話が載っています。これからどん
なお話が飛び出すやら、どうぞお楽
しみに。ではまた次号で。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 ❼ 8 9 10 11
12 � 14 15 16 17 18
19 � 21 22 23 24 25
26 � 28 29 30 �

5 月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

※開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

祝日も開館しております。
ぜひお越しください！

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館
発

今
月
の
お
薦
め
本

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で

ゆ
っ
く
り
雑
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

◆
一
般
書

◦
親
子
で
楽
し
む

　

12
か
月
の
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト

	

…
…
…
辰
元　

草
子
・
著

◦
１
０
０
分
で
わ
か
る
！

　

ホ
ン
ト
は
こ
う
だ
っ
た
日
本
現
代
史
１
～
３	

	

…
…
…
田
原　

総
一
朗
・
著

◦
日
本
の
動
物
観　

人
と
動
物
の
関
係
史

…
…
…
石
田　
　

戢
・
著

◦
名
も
無
き
世
界
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル		

…
…
…
行
成　
　

薫
・
著

◦
ピ
レ
ネ
ー
の
城

…
…
ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル
・
著

◆
児
童
書

◦
チ
ェ
ロ
の
木…

…
…
い
せ
　
ひ
で
こ
・
作

◦
ゴ
ナ
ン
と
か
い
ぶ
つ　

モ
ン
ゴ
ル
の
昔
話
よ
り

…
…
バ
ー
サ
ン
ス
レ
ン
・
ボ
ロ
ル
マ
ー
・
絵

◦
つ
な
ひ
き

…
…
…
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
・
作

◦
ノ
ネ
ズ
ミ
と
ハ
リ
ネ
ズ
ミ	

	

…
…
…
は
た
　
こ
う
し
ろ
う
・
絵

◦
母
恋
い
く
ら
げ
　
当
世
落
語
絵
本		

…
…
…
大
島
　
妙
子
・
作

　

市
立
図
書
館
で
は
、
月
刊
誌
43
冊
、
週

刊
誌
8
冊
、
そ
の
他
季
刊
誌
等
11
冊
、
計

62
冊
の
タ
イ
ト
ル
を
揃
え
ま
し
た
。
旧
図

書
館
よ
り
、
10
冊
程
度
増
え
ま
し
た
。

　

新
図
書
館
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー

ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
椅
子
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
最
新

号
は
、
図
書
館
に
て
資
料
登
録
ほ
か
、
事

務
処
理
が
済
み
次
第
開
架
に
並
び
ま
す
。

な
お
、
最
新
号
は
貸
出
禁
止
で
館
内
で

の
み
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
図
書
館
に
は
、

資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
の
役
割
が
あ

る
た
め
、
書
店
と
同
じ
日
時
に
、
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
5
冊
ま
で
貸
出

出
来
ま
す
。
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
記
事
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
し
、
普
段
、
ご
自
宅

で
は
購
入
さ
れ
て
い
な
い
雑
誌
や
専
門
誌

な
ど
、
お
試
し
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

予
約
も
で
き
ま
す
。

　

乳
幼
児
の

た
め
の
絵
本

雑
誌
と
妊

娠
・
出
産
に

関
す
る
雑
誌

は
、
利
便

性
を
優
先
し

図
書
館
３

階
入
口
近
く

の
絵
本
コ
ー

ナ
ー
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。
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「
血
糖
値
は
特
定
健
診
で
、

毎
年
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
」

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

土
つ ち や

屋佐
さ ち こ

知子 保健師

　

糖
尿
病
は
、
血
液
検
査
で
調
べ
ま
す
。

年
に
1
回
は
「
特
定
健
診
（
40
歳
か
ら
74

歳
の
方
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）」

を
受
け
、
血
糖
値
やH

bA1c
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
：
血
液
中
の
糖
を

過
去
１
〜
２
カ
月
の
平
均
で
表
し
た
も

の
）
の
値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
に
は
、
糖
尿
病
に
影
響
を
与

え
る
血
圧
・
脂
質
な
ど
の
検
査
項
目
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
毎
年
の
数
値
の
変
化
を

特
定
健
診
で
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
結
果
で
は
、
東
御
市
は
長
野
県
平

均
と
比
較
し
、
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
血

糖
値
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
血
糖
値
の
高
い
方
の

割
合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
は
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を

摂
取
す
る
と
、「
イ
ン
ス
リ
ン
」
と
い
う

ホ
ル
モ
ン
が
出
て
血
液
中
の
血
糖
値
を
一

定
に
保
と
う
と
調
節
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
運
動
不
足
、
食
事
の
過
剰
摂
取
、
肥

満
、
加
齢
な
ど
に
よ
り
、「
イ
ン
ス
リ
ン
」

の
効
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
分
泌
が
低
下

し
た
り
す
る
と
、
高
血
糖
状
態
に
な
り
ま

す
。
高
血
糖
は
全
身
の
血
管
を
傷
め
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
食
べ
る
順
番
を
工
夫
し
て
、

血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す
る
食
べ
方

を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
事
例
〉

　

購
入
し
て
か
ら
ま
だ
１
年
経
っ
て
な
い

ブ
ラ
ウ
ス
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
着
用
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
襟
に
シ
ミ
が
あ
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
出
す
前
に
は
シ
ミ
は
な
か
っ
た
。
弁
償

し
て
ほ
し
い
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
に
、
火
・
水
・
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消

費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◦
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
衣
料
に
異
常
が

あ
っ
た
場
合
は
、
な
る
べ
く
早
く
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
連
絡
し
て
、
状
態
を

確
認
し
て
も
ら
い
、
説
明
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

◦
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が
ミ
ス
を
し
た
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
衣
料
品
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◦
事
例
の
シ
ミ
に
つ
い
て
は
、
原
因
が
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
。
汗
な
ど
の
水

溶
性
の
汚
れ
は
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
は
完
全
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
パ
ー
マ
液
が
つ
い
た
ま
ま

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
、
ド
ラ
イ
溶

剤
と
の
化
学
反
応
に
よ
り
、
そ
の
部
分

が
変
色
し
シ
ミ
に
な
り
ま
す
。
原
因
が

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
以
外
に
あ
る
こ
と
を
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が
説
明
出
来
な
け
れ

ば
、
消
費
者
は
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故

賠
償
基
準
」
を
参
考
に
し
て
、
補
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
事
例
の
他
に
も
、
普
段
あ
ま
り
着
用
し

な
い
礼
服
を
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た

後
、
し
ば
ら
く
収
納
し
た
ま
ま
に
し
て

お
き
、
い
ざ
使
い
た
い
時
に
な
っ
て
他

人
の
服
だ
と
気
が
つ
い
た
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

◦
紛
失
に
つ
い
て
も
責
任
が
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
に
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
に
沿
っ

て
補
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血糖値が高い方の割合（空腹時 100mg/dl 以上）

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
平
均

70
〜
74
歳

65
〜
69
歳

60
〜
64
歳

55
〜
59
歳

50
〜
54
歳

45
〜
49
歳

40
〜
44
歳

東御市東御市 県平均県平均

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

☎
64

－

５
８
９
６

　

消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　

火
・
水
・
金
午
前
8
時
30
分
か
ら

　

午
後
5
時
ま
で

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
27

－

８
５
１
７

回

答

　

ま
ず
野
菜
か
ら
先
に
食
べ
、
ゆ
っ
く
り

よ
く
噛か

ん
で
時
間
を
か
け
て
食
事
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

あ
な
た
の
血
糖
値
は

い
く
つ
で
す
か
？

（H24 年度国保保健事業実施状況より）
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幼
少
年
期
は
、
多
様
な
動
き
（
身
の
こ

な
し
）
を
身
に
つ
け
る
の
に
最
適
な
時
期

で
す
。
こ
の
時
期
は
、
決
め
ら
れ
た
動
き

を
繰
り
返
し
練
習
す
る
の
で
は
な
く
、
多

様
な
動
き
を
遊
び
の
中
で
幅
広
く
経
験
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
（
詳
し
く
は
前

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

大
人
が
人
工
的
に
用
意
し
た
環
境
で
子

ど
も
た
ち
に
多
様
な
動
き
を
経
験
さ
せ
る

に
は
、
そ
れ
を
準
備
す
る
だ
け
で
、
か
な

り
の
労
力
や
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
森
や
自
然
の
中
に
は
、
遊
び
た

く
な
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
が
あ

ふ
れ
て
お
り
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」「
触
っ

て
み
た
い
！
」「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
！
」

な
ど
の
動
機
づ
け
が
か
な
り
の
確
率
で
頻

発
し
ま
す
。
そ
の
自
ら
発
見
し
た
＂や
り

た
い
＂
を
＂や
り
た
い
だ
け
や
る
＂
満
足

で
き
る
遊
び
の
中
で
多
様
な
動
き
が
自
然

発
生
的
に
出
現
し
、
数
多
く
経
験
し
た
結

果
、
多
様
な
動
き
を
体
得
し
、
運
動
能
力

の
向
上
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

東
御
市
で
も
、「
東
御
の
子
ど
も
の
元

気
な
育
ち
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」 ※ 

【
森
や
自
然
の
中
で
の
遊
び
】

�

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
⑪

が
結
成
さ
れ
、
24
年
度
か
ら
森
や
自
然
を

活
用
し
た
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
未
就
園
の
親
子

で
参
加
す
る
「
里
山
探
検
サ
ー
ク
ル 

＂キ

ラ
キ
ラ
＂」
と
、
年
中
、
年
長
、
1
年
生

の
子
ど
も
だ
け
で
参
加
す
る
「
里
山
探
検

活
動 

＂ド
キ
ド
キ
＂」
で
す
。
２
つ
と
も

何
か
特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
散
歩
を

通
じ
て
子
ど
も
が
遊
び
の
中
で
発
見
し
て

い
く
「
や
り
た
い
！
」
に
寄
り
添
い
な
が

ら
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
活
動
で
す
。

　

里
山
で
の
活
動
以
外
に
も
、
子
ど
も
が

元
気
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
取
り
組
ん
で
い
る
実
際
の
活
動
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
楽が

く
い
く育
ひ
ろ
ば
』

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

若
い
頃
、
映
画
「
網
走
番
外
地
」
を
見

て
か
ら
、
高
倉
健
さ
ん
と
い
う
俳
優
に
心

惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
寡
黙
で

男
ら
し
く
、
義
理
人
情
に
厚
い
と
こ
ろ
や
、

彼
が
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
ち
ら

に
何
か
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
格
好
良
さ

に
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
に
網

走
ま
で
行
き
、
旧
網
走
刑
務
所
の
中
に
入
っ

た
時
は
、
映
画
を
見
た
時
の
感
動
が
甦
り
、

彼
が
そ
こ
で
過
ご
し
た
か
の
よ
う
な
錯
覚

ま
で
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
日
々
の
生
活
や
仕
事
に
追
わ
れ
、

あ
の
時
の
感
動
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」
で
彼
の
生
き
方

を
見
た
時
、
再
び
彼
へ
の
憧
れ
が
甦
っ
て

き
ま
し
た
。
一
緒
に
働
い
た
方
々
か
ら
、
彼

の
人
柄
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
寒
い
時
、

ス
タ
ッ
フ
が
ス
ト
ー
ブ
に
当
た
っ
て
い
な
い

の
に
、
自
分
だ
け
が
当
た
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
言
っ
て
当
た
ら
な
い
こ
と
。
現
場
で

は
決
し
て
座
ら
な
い
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ
に
い

つ
も
感
謝
し
て
い
て
、
一
番
働
い
て
い
る
人

た
ち
が
、
一
番
お
金
を
も
ら
っ
て
い
な
い
と

嘆
い
て
い
る
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
の
食

べ
物
じ
ゃ
な
け
れ
ば
食
べ
な
い
こ
と
。「
八

甲
田
山
」
の
よ
う
な
極
寒
地
の
苛
酷
な
ロ

ケ
地
で
の
撮
影
準
備
の
間
で
も
、
自
分
の

　公益財団法人身体教育医学研究所、特定非営
利活動法人東御市体育協会、社会福祉法人みま
き福祉会、東御市健康福祉部子育て支援課、東御
市教育委員会、長野県企画部次世代サポート課、
長野県教育委員会スポーツ課を構成員とし、東御
市立田中小学校、島根県雲南市立身体教育医学
研究所うんなん、飯綱高原ネイチャーセンター、安
藤百福記念自然体験活動指導者養成センターな
どの関係機関や、有識者、地域住民の力を借りて、
平成23年11月から活動している団体です。

■検索ワード：「楽
がくいく

育ひろば」
　http://www.gakuhiro.com/

※東御の子どもの
　元気な育ちを支えるネットワーク

出
番
が
な
い
時

で
も
、
猛
烈
な

吹
雪
と
千
切
れ

る
よ
う
な
寒
気

の
中
で
、
彼
は

休
ま
ず
雪
中
に

立
ち
尽
く
し
て
待
っ
て
い
る
姿
は
、
多
く
の

共
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
を
感
銘
さ
せ
た
こ
と

…
等
等
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
益
々
高
倉

健
さ
ん
に
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

主
役
を
は
っ
て
い
る
よ
う
な
俳
優
は
、

ス
タ
ッ
フ
は
じ
め
他
の
共
演
者
と
は
違
う

待
遇
を
さ
れ
る
の
が
当
然
と
考
え
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
彼
の
現
場
で
の
言
動

に
、
人
権
感
覚
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
の
人
生

を
演
じ
る
俳
優
と
し
て
彼
が
肝
に
銘
じ
て

い
る
の
は
「
生
き
方
が
芝
居
に
出
る
」
と

い
う
一
点
だ
そ
う
で
す
。
多
く
の
方
が
高

倉
健
さ
ん
と
い
う
俳
優
に
惹
か
れ
る
理
由

が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

雑
誌
『
文
藝
春
秋
』
の
企
画
で
「
老
い

て
美
し
き
人
と
は
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
し
、
男
性
部
門
で
81
歳
の
高
倉
健
さ
ん

が
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。文
藝
春
秋
で
は
、

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
輝
き
を
増
し
て
い
く

人
、
そ
ん
な
素
敵
な
人
に
出
会
い
た
い
と

い
う
思
い
で
、
今
回
企
画
し
た
そ
う
で
す
。

彼
に
も
「
老
い
て
美
し
き
人
と
は
」
と
質

問
す
る
と
、「
多
く
の
人
が
あ
え
ぎ
な
が
ら

生
き
て
い
く
人
生
で
、
そ
の
人
の
心
意
気

を
垣
間
見
た
時
、
僕
は
美
し
い
と
感
じ
ま

す
。
美
し
さ
と
は
、
他
者
に
対
し
て
の
優

し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

（108）

老
い
て
美
し
き
人
と
は…

人
権
同
和
教
育
指
導
員

柳
沢

　富
美
子
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
5月の納税 

こちら119（東御消防署）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

（納期限5月31日）

◦軽自動車税（全期）

＝３月の出動件数＝

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119

●問い合わせ先
　税務課　収税管理係　☎62－1111（代表）

火災 5件 （7件）　　救急 96件 （297件）

住宅用火災警報器を設置しましょう!!

市内交通事故統計 　３月分
平成25年 ３月31日現在

累計 前年比
件数 13 件 32 件 − 04 件
傷者 15 名 42 名 − 11 名
死者 00 名 − 00 名

平成25年 ３ 月 平成24年 ３ 月
最高気温 22.7℃（19日） 20.5℃（30日）
最低気温 − 6.5℃（12日） − 5.8℃（20日）
平均気温 6.3℃ 3.8℃
平均温度 62.4％ 72.1％
降 水 量 10.0㎜ 60.5㎜

税のワンポイントアドバイス
昼間は忙しくて納めに行く時間がありません。ど
のようにしたらよいですか？

口座振替をご利用ください。口座振替は、預貯金
口座から自動的に納付することができ、ご自分で

納める手間が省ける便利な制度です。ご利用いただけ
る金融機関は次のとおりです。

信州うえだ農業協同組合・八十二銀行・佐久浅間農業
協同組合・三井住友銀行・上田信用金庫・長野県信用
組合・長野銀行・長野県労働金庫・ゆうちょ銀行

　口座振替を希望される方は、東御市役所税務課また
は各金融機関窓口で、通帳と通帳に使用している印鑑
をご持参のうえお申し込みください。
　なお、申し込んでから登録がされるまでに３週間く
らい（ゆうちょ銀行は５週間くらい）かかります。納
期限が迫っているものがあれば、その分は現金で納め
ていただくことになります。

税金を口座振替で納付するようにしていますが、
振替日はいつですか？

市県民税・固定資産税などの税目により振替日が
異なります。振替日は市役所から発送される「納

税通知書」に書かれた納期限と同じ日ですのでご確認
ください。一括納付の申込みをされている場合は、１
期の振替日に年額分がまとめて振替になります。
　なお、振替日前日には残額をご確認いただきますよ
うお願いします。
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〈広告欄〉

(gomi)
No.102

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係 ☎63-6814

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
と
年
金
給
付
の
関
係

ス
プ
レ
ー
缶
に
ご
注
意

　

ご
み
の
分
別
で
迷
っ
た
時
は

「
ご
み
・
資
源
物
分
け
方
出
し
方

ポ
ス
タ
ー
」
と
「
ご
み
分
別
五
十

音
別
表
」
で
ご
み
の
種
類
を
確
認

し
、
分
別
し
て
か
ら
決
め
ら
れ
た

曜
日
に
、
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
東
部
地
区
は
午

前
８
時
30
分
、
北
御
牧
地
区
は
午

前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
ま
で
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
日
に
２
品
目
を
収
集
す
る
曜

日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
２

台
の
収
集
車
で
別
々
に
収
集
に
ま

わ
り
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
残
っ
て
い
る
も
の
を
見
て
、
ま

だ
収
集
車
が
来
て
い
な
い
と
思
っ

て
ご
み
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
す

で
に
収
集
さ
れ
た
品
目
は
、
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
指

定
さ
れ
た
時
間
を
守
り
、
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除

や
納
付
猶
予
の
申
請
、
学
生
の
場

合
に
は
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
1
：	

す
で
に
免
除
申
請
が
承
認
さ
れ
た
期
間

の
う
ち
、平
成
21
年
3
月
分
ま
で
は
、3

分
の
1
が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
2
：	「
一
部
納
付
」は
保
険
料
の一
部
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、残
り
の
保
険
料
の
納
付

が
免
除
と
な
る
制
度
で
す
。

	

一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合

は
、そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効（
未

納
と
同
じ
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
3
：	「
納
付
猶
予
」は
被
保
険
者
本
人
が
30
歳

未
満
の
場
合
に
限
り
利
用
で
き
、本
人
、

配
偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り（
世
帯
主

の
前
年
所
得
は
除
外
）審
査
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
の

期
間
に
つ
い
て
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
3
年
目
以
降
は
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

追
納
を
し
た
方
が
お
得
で
す
。

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
納

付
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
受

給
額
は
全
額
納
付
さ
れ
た
場
合
よ

り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
「
そ
の
他
の
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
火
気
の
な
い
、
風
通
し
の

よ
い
場
所
で
専
用
の
道
具
で
穴
を

開
け
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

●
問
い
合
わ
せ
先

　

小
諸
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
６
７

－

22

－

１
０
８
０

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

免除・猶予と未納の違いは？

免除等の種類 全額免除 一部納付 納付猶予※3
学生納付特例 未納

老齢
基礎
年金

受給資格期間に
算入されるか？

○
されます

△
されます※2

○
されます

×
されません

年金額に
反映されるか？

○
2分の1され

ます※1

△
一部納付分が
されます※2

×
されません

×
されません

障害基礎年金・遺族基礎年金の
受給資格期間に算入されるか？

○
されます

△
されます※2

○
されます

×
されません

一日に２品目を収集する曜日
常田区・田中区、祢津地
区、和地区

田中地区（常田区・田中区
を除く）、滋野地区

容器包装以外のプラス
チック・汚れの落ちない
容器包装プラスチック

第１金曜日 第１木曜日

茶色びん・カン 第１火曜日 第１月曜日
その他の色びん・カン 第３火曜日 第３月曜日

※カンは飲食用に限ります。

収集品目
地　区

市報とうみ（2013年 5月）25



ートピックスー　地域の話題

▼東御清翔高校

▶
和
小
学
校
の
「
ト
キ
」
の
剥
製

　４月に滋野保育園と東保育園が統合、新築移転されるのを前に、
３月22日、両園で閉園式が行われました。
　茶色の屋根瓦と白い壁が特徴の園舎を離れる滋野保育園では、
園舎に対する感謝の思いを込めて、園児の皆さんが歌とメッセー
ジを贈り、園舎との別れを惜しみました。園庭では今年卒園した
年長児が代表して園名プレートを一枚ずつ取り外しました。
　また、園の歴史に幕を下ろす東保育園では、「保育園の思い出」
と題した園活動のスライドショーを通して慣れ親しんだ園舎との
思い出を振り返りました。
　長きにわたり地域の子どもたちの成長を見届けてきた両園は、
在園児、来賓や保護者など大勢の皆さんに見守られる中、惜しま
れながらも幕を閉じました。

　和小学校の理科教材の中にあった野生絶滅種「トキ」の
剥製について、その由来が不明であったことから、広く情
報提供を求めた結果、大正 ９ 年（今から93年前）に海善
寺池東方の水田で捕えられたものであることが確認されま
した。
　「トキ」の剥製は、県内には 5 体しか知られていない極
めて貴重なものであり、市教育委員会では剥製を修復後、
和小学校の宝物として大切に保管、展示する予定です。

　４ 月 ３ 日、長野救命医療専門学校で入学式
が行われ、県内外から第 ８ 期生58名（救急救
命士学科41名、柔道整復師学科17名）が入学
しました。
　また、４ 月 ６ 日には多部制単位制に移行し
てから ３ 年目を迎えた東御清翔高校で入学式
が行われ、120名の新入生が学校の門をくぐ
りました。

思い出いっぱいの園舎に別れ
滋野保育園、東保育園で閉園式

和小学校の「トキ」の剥
はくせい

製
由来が確認されました

夢と希望を胸に
東御清翔高校、長野救命医療

専門学校で入学式

▲園名プレートを外す園児（滋野保育園）

▲思い出を振り返るスライドショー（東保育園）

▲長野救命医療専門学校

▲滋野保育園

▲東保育園
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ートピックスー　地域の話題

▲ワークショップのようす

　平成26年度から向こう10年間の市のまちづくりの指針となる「第 2 次総合
計画」の策定にあたり、広く市民の意見、意向を計画に反映させることを目
的に「総合計画策定市民会議」が設置され、₄月8日に第₁回全体会議が
開催されました。
　公募委員12名を含む75名の委員に委嘱書が交付された後、₆つの専門委
員会に分かれてワークショップを行い、市の長所と短所を洗い出しました。
　今後、₆つの専門委員会は自主的に会議を行い、それぞれの分野で10年
後の将来像や方向性について協議を重ね、₉月26日開催予定の第₂回全体
会議までに市長への提言書の素案をまとめます。

　湯の丸高原と佐久平駅を結ぶ路線バスの冬期営業最終
日の₃月17日、スキークラブの子どもたちから、スキー場に
通うための足となったバスの運転手さんへ感謝の気持ちを

込めて花束が贈られまし
た。今シーズンも多くの
子どもたちを運んだバス
は、家路に就く子どもた
ちの笑い声に包まれて今
シーズン最後の営業を終
えました。

　₃月21日、東御ロータリークラブ（丸山恭
やすまさ

昌会長）から防
犯ブザー 280個が寄贈されました。
　今回は₇回目で、市内小学校へ今年入学した新一年生に

配られました。
　寄贈式に訪れた小
林経明幹事は「万が
一の時に子どもたち
の安全を守れればと
思っている」と話し
ていました。

　₄月18日、羽毛山工業団地周辺で平成25年度林野火災想
定訓練が実施されました。毎年林野火災が多発する時期に

合わせて訓練を行い、消火に当た
る体制の確認や技術習得を図って
います。今回の訓練は羽毛山工業
団地南側で林野火災が発生したと
いう想定で、地上での消火活動の
ほかに、県の消防防災ヘリコプター

「アルプス」による上空からの散水
も行われました。

　₃月27日、アート梱包運輸株式会社（岩下勝美社長）か
ら軽自動車₁台が寄贈されました。
　今回の寄贈は、同社の創立50周年記念社会貢献事業して

行われたもので、
市役所を訪れた
岩下社長は、「こ
の車両を福祉の
向上に役立てて
ほしい」と話して
いました。

総合計画策定市民会議　第１回全体会議開催

湯の丸スキークラブジュニアの部
“バスの運転手さん、ありがとう”

東御ロータリークラブ防犯ブザー寄贈

上田地域広域連合消防本部
林野火災想定訓練

アート梱包運輸㈱　軽自動車寄贈

で
き
ご
と
短
信

３
・
31
▼
と
う
ぶ
未
来
塾
第
６
期
生

　
　
　
　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

4
・
6
～
15
▼
春
の
全
国
交
通
安
全
運

　
　
　
　
　
　

動
（
田
中
交
差
点
交
通

　
　
　
　
　
　

指
導
所
開
設
4
・
6
）

4
・
12
▼
栁
沢
榮え
い
か
ず一

さ
ん
（
東
町
）

　
　
　
　

旭
日
単
光
章
受
章
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　アスパラは、伸びてくる芽と茎をいただく野菜です。今年の春に土の中
から伸びてくる芽は、昨年の収穫期が終わった後に蓄えられた養分を使っ
て成長しますので、収穫後の管理が次の年の出来を左右します。
　アスパラは非常に病気に弱く、管理が難しい作物です。指導書に沿った
栽培管理を怠ってはいけません。近年、茎

くき

枯
がれ

病
びょう

の拡がりによる産地の衰退
が懸念されていますが、一度茎枯病が発生すると畑を替えなくてはなりま
せん。このようなことを防ぐために、計画的に防除を行っています。
　収穫は４月中下旬から６月下旬まで行います。気温にもよりますが１日に
10㎝成長することもありま

す。成長しすぎて商品価値が下がらないように、ピー
ク時には１日に早朝・日中・夕方と３回収穫を行います。

　特にこだわりを持っているのが、堆肥を使った土づ
くりです。毎年畑に堆肥を投入することでアスパラに
甘味が生まれます。また、アスパラには、自らの根が
放出する物質により自らの成長が阻害されると考えら
れる連作障害の一種があります。適度に有機物などを
入れて、これに勝る土づくりをしています。

　グリーンアスパラガスは、摂りにくいと言われている緑黄色
野菜の仲間で、和え物・炒め物・焼き物・揚げ物・汁物の何に
でも使える野菜です。栄養素がたっぷり詰まった新鮮なアスパ
ラガスで、歯ごたえを楽しんでください。

●本文中の問い合わせ先につきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
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人の動き
（ ４月 １日現在）

世帯数
11,711世帯（＋31）

総人口
31,239人（−23）

男 15,423人（− 6）
女 15,816人（−17）

転入	 216人
転出	 238人
出生	 19人
死亡	 19人
その他	 1人減

※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

その2

5月はアスパラガス
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　今回は、試行錯誤を重ねながら20年近くアスパラガスの栽培を続けてきた農家に、栽培管理やこだわ
りについて教えていただきました。

アスパラガスについて教えてください

こだわりは何ですか？

栄養アドバイス

アスパラガス100g当たりの栄養成分量
　◦エネルギー	 22㎉	 ◦ビタミンC	 15㎎
　◦βカロテン	 380μg	 ◦食物繊維	 1.8g
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ま
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た
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FMとうみ 78.5MHz

月曜日から日曜日、毎日放送中

◦午前 7時 40 分～
◦午後 0時 40 分～
◦午後 6時 40 分～

『ラジオ
市報とうみ』


